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平和記念公園 〔地図番号26〕 
完成時期 

 1955（昭和30）年８月頃 

公園設置日 

 1956（昭和31）年４月１日 

 
形状 
公園面積：約122,100㎡（約37,000坪） 

建設 
 広島市 

設計 
 丹下健三（当時・東大助教授）
ほか３名の共同作品（設計競技に
よる145点の中から１等入選） 

特記事項 
１ 被爆前 
  現在の平和記念公園一帯は、江戸時代から陸海の交通の要衝として

栄えていました。また、明治になると、市庁舎、県庁舎のほか、広島
の物流の拠点となるなど、政治・行政・商業の中心となりました。被
爆時のこの地区８町の住民は、合計で5,949人と推定されています。 

 
２ 原爆投下 
  1945（昭和20）年８月６日、人類史上初めて投下された原子爆弾は、

この地区の頭上で炸裂しました。地区の住民はもとより、当時この付
近で建物疎開作業に従事していた多くの国民義勇隊や動員学徒が非業
の死を遂げ、街並みも一瞬のうちに消え去りました。 

 
３ 平和記念公園へ 
  1949（昭和24）年８月６日の「広島平和記念都市建設法」の制定に

伴い、この地区一帯は平和記念施設として整備されることになり、現
在の平和記念公園に生まれかわりました。 

  2007（平成19）年２月６日には、中央の軸線のエリアが国名勝に指
定され、2008（平成20）年３月28日に公園内全体が名勝指定されまし
た。戦後に整備された公園としては初めての国名勝となります。 

  毎年８月６日には平和記念式典（正式名称：広島市原爆死没者慰霊
式並びに平和祈念式）が開催され、約５万人が参列しています。 

 
 『広島平和記念都市建設法』 

  この法律は、恒久の平和を誠実に実現しようとする理想の象徴とし

て、広島市を平和記念都市として建設することを目的としています。 
 
４ 備考 
  一般に「平和公園」の名称が定着していますが、広島は「平和記念
公園」、長崎は「平和公園」が正式名称です。 


